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日時：４月28日（日）　午後１：30～４：40
会場：ウエスタ川越　多目的ホールABC（川越市新宿町１−17−17）
定員：200名（申し込み不要）
参加費：無料
プログラム：
午後１：30～　挨拶　　遠山公一 当館理事長
　　１：50～　講演１「近代和風建築の精華─旧遠山家住宅とは─」
　　　　　　　小出祐子氏（建築史研究者・遠山邸建築調査委員）
　　２：20～　講演２「遠山邸にみる近代数寄屋の意匠と大工の技」
　　　　　　　矢ヶ崎善太郎氏
　　　　　　　（数寄屋建築研究者・遠山邸建築調査委員）
　　２：50～　休憩（20分）
　　３：10～　講演３「文化財建造物の保存・活用の歴史と理念」
　　　　　　　高階秀爾氏（大原美術館館長・東京大学名誉教授）
　　３：50～　討議
　　　　　　　司会　宗本順三氏（京都大学名誉教授・遠山邸建築調
　　　　　　　査委員長）と上記の講師皆様
　2018年に遠山邸（旧遠山家住宅）が国指定の重要文化財となりま
した。これを機会に、さらに多くの方々に近代和風建築を代表する
遠山邸の奥深い魅力を知っていただくため、美術、建築専門家によ
る講演会と討議の会を開催いたします。

《旧遠山家住宅バスツアー》
　シンポジウム開催日の午前中に、実際に遠山邸を案内付きで１時
間ほど見学し、川越へ戻るバスツアーを用意いたしました。
集合場所：東武東上線・JR川越線　川越駅西口　ウエスタ川越前
集合時間：４月28日（日）　午前９：40
定員：45名　　参加費：1,000円
お申し込み：TEL 049-297-0007　メール tkkk@e-kinenkan.com
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日時：４月20日（土）　午後１：30～３：00
会場：事務棟地下会議室
定員：80名（事前予約不要）
参加費：入館料とは別途、300円
担当：依田徹（当館学芸課長）
　徳川将軍家伝来の大名物「文琳茶入 銘 玉垣」、松平不昧ゆかりの中
興名物「瓢箪茶入 銘 閏」など、遠山記念館で所蔵する名物茶入につ
いて、その歴史背景からご紹介いたします。

旧遠山家住宅  重要文化財指定記念  シンポジウム

【土曜講座】遠山記念館の名物茶入

2019年度  前期  催し物

文琳茶入　銘　玉垣
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「遠山記念館 友の会」は、遠山記念館を何度も訪れたいという方や、邸宅・庭園および美術館の活動や
イベントに積極的に参加したいという方のための集まりです。皆様のご入会を待ちしております。

会員特典 １．会員証の提示により、同伴者１名様まで一年間何度でも無料でご入館いただけます。
２．展覧会やイベントなどを掲載した「遠山記念館だより」をご送付いたします。
３．次の有料イベントへのご参加が無料となります。
　　◦建築の専門家による講演会「遠山邸研究会」
　　◦当館コレクションについて外部研究者にお話をいただく「講演会」
　　◦当館学芸員の研究テーマをわかりやすく解説する「土曜講座」
　　◦遠山邸の座敷にて、当館コレクションを直にご覧いただく「お座敷美術講座」
４．当館主催のお茶会（雛祭りの茶会、端午の節句茶会等）の席料が半額となります。
５．当館の出版物、ミュージアムグッズを２割引でお求めいただけます。

年会費：3,000円　 有効期間：入会月より１年

申し込み方法
同封の入会申込書に必要事項をご明記の上、遠山記念館までご郵送、もしくはＦＡＸをお送りいただ
くと共に、同封の払込取扱票に、住所・氏名・電話番号をご記入の上、年会費3,000円の払い込みをお
願い致します。
ご入金の確認後、追って会員証を送付いたします。領収書は会員証の送付を以て代えさせていただき
ます。ご利用の有無に拘らず、会費の払い戻しはいたしません。
送り先：〒350-0128　埼玉県比企郡川島町白井沼675　　公益財団法人 遠山記念館　　担当　松村

TEL 049-297-0007　FAX 049-297-6951

「遠山記念館 友の会」入会のご案内

日時：５月３日（金・祝）　午後１：30～２：30
会場：遠山邸中棟大広間
定員：50名（先着順）
参加費：入館料のみ
　和風建築の技術の粋を集めて昭和初期に建てられた、
遠山邸の大広間で、SPレコードの鑑賞会　Part24を行
います。SPレコードは、かつて音楽を記録する唯一の
メディアとして一世を風靡しましたが、やがてLPレコ
ードの出現によって姿を消しました。しかしながら、
SPレコードでしか聴くことのできない演奏があります。
貴重な記録の中から、クラシック曲や童謡・唱歌など
を聴く予定です。電気を一切使わず再生されるノスタルジックな音をお楽しみください。なお、ご自宅に、
SPレコードをお持ちの方は、当日お持ち頂ければ、飛び入り再生も受け付けます。

●レトロな空間で、ノスタルジックな音楽を
手回し蓄音機によるSPレコード鑑賞会  Part 24
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〒350−0128  埼玉県比企郡川島町白井沼675

TEL   049−297−0007
FAX  049−297−6951

上八ツ林

電車・バスでのご来館の場合
⃝東武東上線・JR埼京線　川越駅　
⃝西武新宿線　本川越駅　⃝JR高崎線　桶川駅
　いずれも「川越駅−桶川駅」間の東武バスで
牛
うし

ヶ
が

谷
や

戸
ど

下車、徒歩15分

お車でのご来館の場合
⃝圏央道川島ICより7分
⃝�川越方面から国道254号線の宮元町交差点を川島方面へ右
折、釘無橋を渡り最初の信号を左折、案内板に従って約
10分

利 用 案 内

◇開　　　館　午前10:00～午後4:30
　　  （入館は午後4：00まで）

◇休　館　日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）
　　　　　　 　　 3月26日（火）、4月16日（火）、5月8日（水）

◇邸宅・庭園のみ公開
　　　　　　 　　 5月9日（木）～5月17日（金）
　　　　　　 　　 7月2日（火）～7月12日（金）
　　　　　　 　　 9月3日（火）～9月13日（金）

◇詳しい展覧会情報は下記をご覧ください。
URL http://www.e-kinenkan.com

　遠山邸２階の和洋折衷の洋間応接室、寝室、及び12畳間座敷の特別公開を、
上記の日程で行います。アールデコの照明具や、オパールガラスが作り出す昭
和モダンのデザインと、伝統和風建築の意匠が違和感なく融合されていて、上
品で独特の雰囲気が感じられます。２度目、３度目の方も、気付かなかった新
しい発見があるかもしれません。

　遠山元一が長男一行（大正11年生まれ）の初節句の祝い
として揃えた、端午の節句飾りです。毎年、雛壇飾りと
同様、遠山邸の中棟大広間の次の間に飾られます。人間
国宝の二代平田郷陽や京都の大木平蔵など名工の作品も
含まれ、鎧兜を中心に、鍾馗、神武天皇、日本武尊、応
神天皇、源為朝、加藤清正、本多忠勝など勇猛な姿の人
形や飾り馬、また金太郎をはじめ、子どもの姿を表した
愛らしい人形などが並びます。

2019年 前期　遠山邸２階　特別公開日

遠山家端午の節句飾り

4月7日（日）・5月18日（土）・6月1日（土） 
午前11：00〜午後３：00

4月17日（水）〜 5月6日（月・祝）

◇入　館　料
期　間 一　般 学　生
特別展 1,000円 700円
通　常 700円 500円

美術館閉館時 500円 300円
※中学生以下は無料、団体20名以上は2割引きとなります。


